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LabChart 7 ‒  新しいデータ表示と
解析

A D I n s t r u m e n t s は
Windows，Macintoshの両プラッ
トフォームに対応したLabChart7
とLabChart7 Proをリリースしま
した。このソフトは研究者や教育
者に強力な新しい解析機能を提
供します。
キーとなる新しい機能はScope

ビュー (下図参照)で，Windowsユ
ーザーに複数チャンネルでのオシ
ロスコープ機能を提供します。

その他の新機能は下記の通りで
す:
・  ウェルカムセンター
・ 機能マネージャ
・ LabChart パッケージシステム
・ Helpの充実
・ データパッドに自動追加機能
での選択/全てオプション

・ サイクル演算 (Mac)
LabChartの詳細情報や専門の
機能はページ3をご参照下さい。 

トピック
人工心臓の作製
ミネソタ大学，Doris Taylor教

授が開発した人工心臓は，移植の
分野において大きな革命をもたら
しています。心臓血管関連の測定
にはADInstrumentsの機器が使用
されました。

ランニングと人間の進化
ハーバード大学のD a n i e l 

Lieberman教授によるランニング
と人間の進化に関する研究は，ヒ
ストリーチャンネルのEvolve: Skin
ドキュメンタリーシリーズで特集
を組まれました。EMGのデータは
ADInstrumentsの機器で記録され
ました。

ジャクソン研究所
ADInstrumentsは科学のトレ

ーニングに役立てるために，ジ
ャクソン研究所 (TJL) との提
携を発表しました。アメリカ，メ
イン州にあるジャクソン研究所 
Bar Harbor facilityで行われる
PowerLabシステムを使用するワ
ークショップを開催します。参加希
望者は下記サイトをご参照下さい:                                  
www.adinstruments.com/events

ADInstruments展示会
のお知らせ
日本ペインクリニック学会第43回
大会・第31回日本疼痛学会 (合同)
2009/07/16 ~ 07/18                       　　    
名古屋国際会議場
 

第41回日本医学教育学会大会
2009/07/24 ~ 07/25                                      
大阪国際交流センター

国際生理学会 
2009/07/28 ~ 07/31                                      
京都国際会館

第15回日本摂食・嚥下リハビリテ
ーション学会学術大会
2009/08/28 ~ 08/29                                      
名古屋国際会議場

第32回日本神経科学大会
2009/09/16 ~ 09/18                                      
名古屋国際会議場 

第30回日本肥満学会
2009/10/09 ~ 10/10
アクトシティ浜松
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新しくなったウェブサイト

ADIのウェブサイトのデザイン
が一新し，新しいフォーマットによ
り簡単にナビゲートできます。研
究者や教育者のために様々な情
報を紹介します。 

ウェブサイトに関するご意見が
ございましたら，Site Feedbackボ
タンを押し，ご意見をお聞かせ下
さい。このボタンは各ページの右
下にあります。

現 在，多くの 学 生たちは
PowerLabの実習システムに簡単
に接することができるようになって
きています。
機器をレンタルすることにより，

設備予算ではなく運営予算を使用
できるようになります。レンタルによ
り入札の必要性がなくなり，機器を
より素早く手に入れることができま
す。レンタルの利点: 
・ 新品のシステム
・ 安い導入コスト
・ 長期レンタルオプション
機器のレンタルはアメリカ，カナダ，
オーストラリア，ニュージーランド，
イギリス，ドイツ，日本，マレーシ
ア，シンガポールで利用可能です。
購入またはレンタルに関する詳細
情報は，下記サイトをご覧ください:
www.adinstruments.com/

レンタルプランを発表!
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人の生体電位のワイヤレス記録

新製品となるバイオハーネステレメトリー
システムは，人の生体シグナルを軽量なベル
ト式の装置からLabChartソフトウェアへと転
送し，データの表示，解析ができます。
このシステムの特徴は，特許を取っている

Zephyr technologyです。Zephyr technology
はUS Special Operations, NASAエイムス研
究所，スタンフォード大学が共同で開発しま
した。 
バイオハーネスは人の様々な生体シグナ

ル (心拍数，呼吸，体位，皮膚温，加速度) を
計測するセンサーが組み込まれています。
このシステムの代表的な用途は，スポーツ

医学，運動生理学，実地訓練などがあります。

機能と利点
・ 17チャンネルのリアルタイムでのデータ取
得 (ライブワイヤレス転送) または15チャ
ンネルのオフラインモード (内部にデータ
を保存) 

・ 特許のSmart Fabricセンサーテクノロジー
を搭載した，着け心地が良く目立たないベ
ルト式装置

・ ワイヤレスで最大240 MBのデータを転
送，または ~480時間ものデータを保存
し，LabChartソフトウェアへ記録

・ LabChartを使用し，最大32チャンネルの演
算と解析が可能

・ サイクル演算
・ オンライン/オフライン解析機能
・ 再充電可能なUSBバッテリー搭載で，デー
タ記録モードでは最大8時間，LabChartで
のデータ転送モードでは最大5時間使用可
能

LabChartで記録可能なパラメータ
以下のシグナルが記録できます:
・ ECG波形の表示 (ライブ転送モードでの
み使用可能)

・ 呼吸波形

・ 瞬時心拍数 (R-R 間隔)
・ 心拍数
・ 瞬時呼吸レート
・ 皮膚温 (赤外線センサー使用)
・ 体位 (角度)
・ ベクトル絶対値 (活動レベル)
・ ピーク加速度
・ 活動量測定 (3D加速度計を用いて6チャ
ンネル)

・ バッテリー電圧
・ シグナルのクオリティ (ライブ転送モード
で使用可能)

注意 :LabCha r tを用いるデータの記録
は，ADInstrumentsから購入したバイオハー
ネスでのみ使用可能です。

バイオハーネスシステムの内容
各バイオハーネスシステムは，バイオハー

ネスISMモジュール，ドングル，バイオハーネ
ス充電クレードル，バイオハーネス胸用スト
ラップ3個，LabChartソフトウェア，バイオハ
ーネスエクステンションが入っています。詳
細な情報はADInstrumentsの代理店にお尋
ね下さい。
注意 : なお，電波法による規制のため，現

在日本ではこのシステムは使用することがで
きません。

ADInstrumentsはフリームービング，麻酔
下のマウスの心肺機能を非侵襲で計測する
センサーであるCollarClip™，!roatClip™を含
む，MouseOxの製品を発表しました。 
MouseOxオキシメータはリアルタイムで下

記数値を計測します:
動脈酸素飽和度 
心拍数 
呼吸数 
パルス膨張 
世界共通のコネクターを採用し，CollarClip

やThroatClipセンサーは簡単にMouseOxオキ
シメータに接続できます。 

フリームービングマウス研究の場合，ケーブ
ルがねじれないように2種類のコミュテータが
使用可能です : ManualSpin™ハンドコミュテー
タ，AutoSpin™低トルク電気コミュテータ

コンプリートキットで使用可能なセ
ンサー 
CollarClipとThroatClipセンサーは別々に，

または5個のセンサー，コミュテータ，コネクタ
ー，ケーブル，MouseOxソフトウェアを含むキ
ットで利用可能です。 

MRI環境用の新しいセンサー
新しいMRIセンサー (6.1 m) 磁気共鳴映像

法 (MRI) 環境下でも非侵襲で心肺機能の計
測をすることができます。センサーはMouseOx
オキシメータに直接接続することができます。
Mou s e O xシステムに関する詳細情

報は下記サイトをご覧ください:  www.
adinstruments.com/mouseox

PowerLabを用いるパラメータの記録
MouseOxオキシメータは，STARR-Link

アナログアウトプットモジュールを使用

し，PowerLab 30シリーズで使用できます。8

または16チャンネルのPowerLabにより

MouseOxの7個のアナログアウトプットから

心配パラメータが記録され，LabChartソフト

ウェアに表示されます。

注意 : 現在日本ではSTARR社の製品はプ

ライムテック株式会社が総販売代理店となっ

ています。

STARR-Linkアナログアウトプットモジュール
は，MouseOxオキシメータとPowerLabシステ
ムを接続します。

非侵襲式の心肺機能研究用MouseOx® 
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LabChart 7の新しい記録・解析機能
PowerLabシステム用の最新のソフトウェアであるLabChart7とLabChart7 Proは，実験プロセスをより能率的にさせる
機能を提供します。 

LabChart7の新機能: 
・ Scopeビュー ‒ リアルタイムで複数チャ
ンネルのシグナルを平均化します。詳細
情報は下図とページ４をご覧ください。 
(Windows)

・ ウェルカムセンター ‒ 設定，ファイル，リソ
ースに瞬時にアクセスできます。詳細情報は
下図をご覧ください。

・ データパッドに自動追加での選択/全てオプ
ション ‒ 記録中に選択範囲の一部分，また
は全体からパラメータを繰り返し抽出しま
す。 

・ LabChartパッケージシステム ‒ ファイルを
パッケージ化し，共有します。LabChartのウ
ェルカムセンター内にファイルをインストー
ルします。 (Windows) 

・ ヘルプの充実 ‒ モジュールのチュートリア
ルも導入されました。 (Windows) 

・ サイクル演算 ‒ 周期的なシグナルのサイク
ル解析を実行します。Mac版で使用可能にな
りました。

・ 発展したスクリプト ‒ 繰り返しのプロセスや
解析を自動化します。

・ スマートディスプレイ ‒ スプリットビュー，ス
マートタイル，カスタマイズレイアウト。

・ 機能マネージャ ‒ ソフトウェアの機能，アッ
プデート，アップデートスケジュールを管理
します。 

・ オンライン，オフライン解析
・ 32チャンネル ‒ 32チャンネルのデータを
表示，解析できます。

・ チャンネル演算 ‒ 生データを失うことなく
データの演算を行います。

・ データパッド ‒ パラメータを自動で抽出
し，OLEでエクセルへとリンクできます。

 LabChart Proへのアップグレード
LabChart7 Proへアップグレードすると，全て

のLabChartモジュールの使用と5年間の無償ア
ップグレードの権利が付属します。 
LabChar t7  P ro  に含まれているモジュ

ール :  血圧解析，ECG解析，HRV，Cardiac 
O u t p u t ，M e t a b o l i c ，ビデオキャプ
チャー，Pe a k  A n a l y s i s，C i r c a d i a n 
A n a l y s i s，S p i k e  H i s t o g r am，D o s e 
Response，DMTノーマライゼーション

Scopeビュー
LabChart (Windows版) のScopeビ

ューの機能:
・ マルチチャンネルのシグナル平均化
・ 無制限のサンプル数・ページ数
・ 異なるページの各スイープを平均化，オ
ーバーレイ

・ ページのスライド，選択機能 
・ ページ除外機能
・ データパッドを用いたデータの抽出
・ 繰り返し作業を自動化する進化したスクリ
プトの編集機能 (マクロ使用) 

・ チャンネル演算
・ サンプリング設定の変更とデータ記録の
スタート/ストップ

より詳細な情報は次のページのSo"ware tipを
ご覧ください。

ウェルカムセンター
ウェルカムセンターでは素早く，簡単に実

験リソースやその素材にアクセスできます。ウ
ェルカムセンターは簡単にナビゲートでき，最
近使ったファイルやカスタマイズ可能なギャラ
リーパネルを表示します。 
ウェルカムセンターでできること: 

・ 実験リソース (LabChartファイル, レポー
ト，ビデオ等) や最近使用したLabChartフ
ァイルへのアクセス

・ ドキュメント設定の複製
・ LabChartパッケージシステムを
利用したギャラリーパネル内へ
のファイルの自動インストール。
この機能はファイルを同僚や学
生と共有するのに便利です。

LabChartのScopeビューとウェルカムセンター機能の詳細
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      Software tip

最近Advances in Physiology 
Education Journalに掲載された
ペンシルバニアのウエストチェ
スター大学Dr.Giovanni Casotti
とその共同研究者による論
文では，PowerLabシステムと
LabChartを用いたInquiry based 
physiology laboratories (探求を
基盤とした生理学研究) の実践の
成功を述べています。 
新しいカリキュラム改革の狙い

は，生理学的教育コンセプトの向
上，科学的なアプローチでの学生
の教育，メジャー・メジャーでない
コースの学部過程における創造
的・分析的な考え方の成長です。
探求を基盤としたアプローチ

のもとで，学生たちは実験的な仮
説を立て，各自で実験をデザイン，
実行しその結果をクラスで発表す
る必要があります。 
PowerLabデータ記録システム

がこの分野で選択される理由は，

操作が簡単な上に汎用性が高く，
学生たちは装置に気を払うことな
く生理学的なコンセプトに集中で
きるためです。 

効果的なアプローチ
探求を基盤としたアプローチ

は，形式的 (実験的な試験，口頭発
表，レポート) ，付加的な評価 (調
査，実験ノート，メジャープロジェク
ト) を通して包括的に評価します。
両形式の評価からの結果は，カリ
キュラム改訂により大きな向上を
もたらしました。 

学生の指導者たちは学生たち

の理解力，生理学的なコンセプト

の理解の向上，より創造的に考え

ることや，学生の分析的に考える
技術が向上したことに言及しまし
た。

PowerLabを引用した文献 
今回の論文に関する詳細な

情報や，7000以上のPowerLab
が引用されている論文は，www.
adinstruments.com/citationsで
閲覧することができます。

Inquiry based laboratories (探求を基盤とした研究) を成功に導いたPowerLab

G. Casotti, L. Rieser-Danner 
& M. T. Knabb, Advances 
in Physiology Education 
32 : 286‒296, 2008.からの引用
“学生が簡単にデータを収集し
解析できるパワフルでコンピュ
ータ制御されたデータ記録シス
テムであるPowerLabの購入に
より，大きな変革となった。”

学生の意見
“自分自身で実験を行い，自分
自身の結果を記録できたと感
じている。これはすばらしいこ
とです。”

LabChart7はChartとScopeの両方または一方
のウィンドウを表示，解析できます。

Scopeビューではデータブロックまたはイベン
トを使用し，データをページごとに記録します。 
どちらのモードでもページ番号は左端に表示
され，平均化されたシグナルは右側に表示さ
れます。オーバーレイされたページは緑色の
括弧で示されます。

ブロックモード
Scopeビューではユーザーが定義した設定で
オンラインでデータを平均化します。パラメー
タはサンプリングダイアログボックス (下図) 内
で設定できます。ブロック内にあらかじめ記録
されていたデータもまた，Scopeビューで平均
かできます。

イベントモード
イベントモードはイベント検出ツール (サイク
ル演算，Peak Analysisモジュール) を使用して信
号を平均化します。イベント設定ダイアログ内
でユーザーはイベントのソースチャンネル，イ
ベント前後の時間を指定できます。Scopeビュ
ーが使用可能なLabChart7へのアップグレード
は，www.adinstruments.com/webstoreをご参照
ください。

ScopeビューはWindows版のLabChart7用の便利な新機能で，新しいデータ表示方法を提供します。Scopeビューは複数チャンネルデータのオーバーレ
イ，オンラインおよびオフラインでのデータの平均化を簡単かつ能率的に行えます。ScopeビューはLabChartのウィンドウズメニューから選択可能です。

LabChartのScopeビューでのシグナルの平均化


